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千 葉 正 俊さん
「より地域に根ざした活動を」

町内会長からの勧めで、今回初めて参加しました。市
民と議員が直接意見交換できることは、議会の前向きな
取り組みと評価しています。
登別に居住して⚒⚐年以上になるが、地域ごとの特色が
ある一方で、それぞれの地域間のつながりが希薄だと感
じるので、結びつきを深めることが、まちの活性化のた
めに必要だと思う。
今後の市政運営に対しては、無駄使いのない行政運営
や、豊かな自然を守り育てていく取り組みなど、環境面
での政策についても期待しています。さらに、市民自ら

が登別の魅力を発信する仕組みづ
くりや、郷土愛を育む取り組みを
行うべきです。
議会には、地域課題をテーマに
した意見交換を地域ごとに開催す
るなど、より市民との対話を重視
した活動を望みます。

毎年議会フォーラムに参加しています。これまで分科
会のグループ分けが自動的に決まっていましたが、今回
は自分で生活・福祉グループを選択できたので良かった
です。参加者が減っているようですが、個人的には議会
がだんだん身近になり、話しやすくなったと感じていま
す。
ただ、町内会役員の高齢化や、市民活動センターの活
用策など、関心のある話題が多かった第⚑部の時間が短
く、もう三十分くらい延長しても
よかったのではないでしょうか。
第⚒部の議会だより編集グルー
プは、市民に意見を聞く必要があ
る内容だったのか、正直言って疑
問です。

「充実した条例を期待」

総務・教育グループでは「政治
倫理条例（骨子）」の目的、議員
の責務、倫理基準などの説明があ
り、意見交換に入りました。出席
者全員から、それぞれ真剣な発言
がなされました。昨今は倫理上で
の問題が多発しており、登別市に

おいても「職員倫理条例」の制定に取り組んでいるとの
こと。議員が取り組む「政治倫理条例（骨子）」には
「政治倫理審査会」が設置され、市民の調査請求権が盛
られておりました。条例の制定に異論はないが、その制
定が有名無実とならないよう、有効活用を期待するとの
意見が多く出されました。「創業易守成難」妥協と協調
の違いを理解し、是々非々の信念をもって充実した内容
の条例制定を期待するものであります。

登別地区（婦人センター）

「六次産業構築の窓口が必要」

議会フォーラムへは、毎年「住
みやすいまちづくり」と言う観点
で参加しています。
今回の各委員会別分科会方式に
ついては、参加者にとっても関心
や興味のある課題への選択ができ
ることから継続すべきです。
参加した観光・経済グループにおいて「六次産業」を
具体化するには、各産業間の話し合いを行う場が必要で
あると感じました。
登別温泉を核として、各産業の目玉をいくつか作り、
パンフレットや各テーマパーク間の連携なども含め、専
門的な意見も十分に取り入れて具現化すべきです。
宝物はたくさんあるので活用を具体化する「窓口の存
在」が行政にも議会にも必要と考えます。

瀧 川 正 義さん

温泉地区（カント・レラ）

安 達 陽 子さん
「話しやすくなりました」

後 村 榮三郎さん

鷲別地区（鷲別公民館）

幌別地区（市民会館）




